
































































ービス（株）の活動経緯（2007年） . 2008年 1月 14日」をご覧ください。
平成19年度前学期富山大学工学部 詳細授業計画〔日程品群縮計画〕
授業科目名 作成；207年3月 対象学年／時期 3年次／前学期
工学特論（総合的爾発学〉 授業種別／単位数 講義／2単位
（英文名） 授業曜日／時限 金曜日／5時限
study for frontier incubation 1 1 0 6大講義室 16:30～18:00 
担当教員 ！小林 務 KOBAYASHI Tsutomu 





















第7週 6/1 実社会の実態・ヘツチャーピγネス・発明チー ム演習(1)；おもしろい課題①（部制
チー ム演習課題； 「生涯を（3倍楽しむor3人分生きるor生涯現役orその他）方法①j60分
第8週 6/8 事例研究 1(case study）ー 発明チー ム演習（2）：向上課題②（特性要因図等まとめ）・発表会・45分
事例研究のポイント J一般論や精神論ではなく、オー プンな詳細実例から具体的に学ぶ。






第12週 7/6 事例研究2・発明チー ム漉習（5）；向上課題③・期末課題（総合レポート）説明
チー ム演習課題；同上課題③（ビジネスモデル・QC技法・ 21 OCQ法・他）・ 45分
第13週 7/13 技術超越（スーパーエンジニア養成講鹿）・技術経営‘矛盾超越
ピデオ；ベンチャー 経営実践講座等 発明チー ム演習（6）；④（発表準備）20分
第14週 7/20 実践的人間学・技道・NPO・発明演習(7)；同上⑤即時。｝ト作成）・発表会
チー ム演習課題；同上課題⑤｛プレゼンテー シヨンー BPトムレ本．斗提出）・60分
第15週 7/27 期末課題提出（総合レポート）・発表会・ベンチャー総合実践経営論・総まとめ


















週 月／日 基本的内容 実践活動（次週までの課題等）
1 10/ 5 1.授業説明 2.ベンチャー総合実践経営論の概要 4.実例紹介：富大生eサー ピス（株） :Tes 
3.事例ビデオ（ベンチャーの実態①：IT神話崩壊） 課題①： TeSのHP全体理解・ LCLのHP
2 10/12 1.ベンチャ｝の実態②；とやま起業未来襲2005年 3.授業独自のML（メー リング似ト）開設準備
7月；（1)role playing (2) P. P. 2.③公的支援実態 課題②： TesのHP・MS体験活動記録印刷
3 10/19 Lベンチャーの実態④：倒産の実態（実例各種紹介） 4.話L(tomidai-v2＠・・・等）運用開始
2. R恥1(リスクマネγメント）と managingシステム 3.TeS 課題③； TesのBESTな受注促進方法（I)
4 10/26 1.課題①発表と講評 2.ピデオ〈平等経営） 4. TeSの設立経緯と独自 managingシステム
3.新型ベンチャ一例：ハ。｛トナサ？ブ。裂と実例紹介 課題④： TesのBESTな受註促進方法（2)
5 11/ 2 1.課題②発表と講評及び実施行eSの胞が実行） 4.TeSの留定費と報酬体系及び売上計画
2.総合実践経営論の体系内容 3.r ロ~rゾルピ〆ネス論 課題⑤： Tesのスタップ体制と売上計画
6 11/ 9 1.創造型企業と校員の条件 2.関連ピデオ 4.課題⑤発表と講評
3. TeSの長期展望（システム完備により多事業も可能） 課題⑥： Tesの事業計画（収支：売上と費用）
7 11/16 1.商品開発論e設計論 2.営業論 3.組織論 5.課題⑥発表と講評
4.資金＆計数管理（法務・財務・税務・厚生等を含む〉 課題⑦： Tesの年間事業計画（全必要事項）
8 11/30 1.技術経営（MOT) 2.経営哲学と各社事例 4.課題⑦発表と講評
3.総合力とスーパーエンジニア（技術系venture) 課題⑧： TeSの長期事業計画（含FC展開）
9 12/ 7 1.広義の鵬naging: P.F.ドラッカー 3.課題③発表と講評
2.今後のbusinessとmanagingの特徴（専門職n.w.) 課題⑤：各自のBP（ピシマネスブ。ラン）idea
10 12/14 1.起業の実際：会社設立方法（各種手続等の実例） 3.課題⑨発表と講評
2.資金調達の既存方法と新方法（低リスク型） 課題⑮：各自のBP（事業コンセプト）
11 12/21 1.会社の法的義務（法務・財務・税務・厚生等） 3.課題⑬発表と講評
2.企業活動の原則（存続条件・独立採算・その他） 課題⑪：各自のBP（具体的事業プラン））
12 1/11 1.総合経営体系 2.rnanaging実践論 4.課題⑪発表と講評
課題⑫：各自のBP（マネー プラン：収支）
13 1/25 1.経営分析・評価・consulting 2.課題⑫発表と講評
課題⑬：各自のBP（事業計画書（1))
14 1/29火 l，実践的人間学 2.人脈ネットワーク 3.BP発表会（1)
課題⑭：各自のBP（事業計画書（2))
15 2/ 1 1.総まとめ 2.BP発表会（2)
5/21 富山大学と富山市の共催 BPコンテスト（予定） 各自発表
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